
〒 607-8414 京都府京都市山科区御陵中内町5

生涯教育センター 事務局 実務・生涯教育課
TEL：075-595-4677（平日 10：00～16：00）
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時間と場所に縛られないマイペース受講
今年度は、漢方講座で予定していた講義を収録し、新規コンテンツとします。2019年度ｅラーニ
ング講座（2017～2019年卒後教育講座）コンテンツも再掲載し、全37コンテンツを配信します。

2020年12月1日（火）～2021年3月31日（水）開催日程

15,000円（視聴回数制限なし、PDF資料ダウンロード可）

申込方法 ホームページよりお申込みください。
https://skc.kyoto-phu.ac.jp/

受講料

2020年9月1日（火）～2021年3月31日（水）申込受付

認定単位
G24 1単位／コンテンツ
過去にｅラーニング講座または卒後教育講座を受講し単位取得済みのコン
テンツは、認定単位を配付しません（視聴のみ可）。

1 【基礎】入門講座　『四診』 15 認知症診療の現状と展望

2 【基礎】入門講座　『八綱』

3 【基礎】入門講座　『気血水①』

4 【基礎】入門講座　『気血水②』 17 これからの在宅チーム医療

5 【基礎】入門講座　『蔵象学説①』 18 地域連携によるポリファーマシー対策

6 【基礎】入門講座　『蔵象学説②』 19 脂質異常症治療の現状

7 【薬物】処方解説（処方名の意味） 20 病態と治療薬がみえるリポタンパク質代謝の異常

21 薬剤費上昇抑制における薬剤師の役割

22 地域フォーミュラリーを正しく理解するために

9 【薬物】漢方薬・生薬の現代薬理学的解明

10

11 24 高血圧診療アップデート

25 心疾患治療の進歩と望まれる薬物療法

26 理想と現実から考える糖尿病薬物療法のありかた

27 AMR対策に薬剤師として関わるために必要なTips

28 AMR対策に必要な耐性菌の基礎知識

【薬物】生薬の選品と鑑別 29 多発性骨髄腫における診療の進歩

【臨床】中医弁証論治の応用 30 脳梗塞急性期治療と慢性期再発予防

31 薬剤師のための臨床感染症学　～外来編～

35 漢方医はどう考え処方につなげるのか

36 薬と患者をつなぐ医療－糖尿病医療学の世界

【薬物】精神科領域で処方される
漢方薬の服薬指導

【臨床】足は第二の心臓：
漢方を中心に足を識る・診る・治す
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アレルギー疾患に関わる薬剤師の役割
～小児アレルギー疾患を中心に～
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アルツハイマー病に対する新規治療法開発に向けた
基礎研究の動向

16

病床再編成と地域包括ケアシステムに向けた
患者情報の共有化

小児薬物療法にかかわるために
－医薬品の適正使用のために－

薬剤師による緊急対応について
～いざという場合に求められる行動のために～

くすりの費用対効果評価とは？
－「やるリスク」から「やらないリスク」へ－

【臨床】漢方の森の中で迷わないために
・・・本音で語る第２弾〜消化器疾患を例に～

8

32

33

【臨床】更年期疾患における
漢方の役割と活用法

配信コンテンツ

11/16(月)までにお申し込みの
方には、漢方入門講座に使える
「初学者講座テキスト」を配信
開始までにお送りします。

配信開始後もお申込みいただけ
ます。
※2017～2019年の卒後教育講座を対面
またはｅラーニング講座にて受講し、全
て単位取得済みの方は、漢方コンテンツ
14単位のみ単位取得可能です。


2020

		No.		       配信コンテンツ　　　   ※コンテンツ数が多少増減する可能性があります。 　　※講師の所属は卒後教育講座でのご講演当時のものです。 スウ タショウ ゾウゲン カノウセイ

		1		アレルギー疾患に関わる薬剤師の役割
～小児アレルギー疾患を中心に～		すずらん調剤薬局 管理薬剤師
京都薬科大学 特命教授 上荷 裕広 先生

		2		高血圧診療アップデート		京都府立医科大学大学院医学研究科 循環器内科学・腎臓内科学
教授 的場 聖明 先生

		3		心疾患治療の進歩と望まれる薬物療法		京都府立医科大学大学院医学研究科 循環器内科学・腎臓内科学
教授 的場 聖明 先生

		4		理想と現実から考える糖尿病薬物療法のありかた		京都第二赤十字病院 糖尿病内分泌・腎臓・膠原病内科
部長 長谷川 剛二 先生

		5		AMR対策に薬剤師として関わるために必要なTips		京都薬科大学 臨床薬剤疫学分野
教授 村木 優一 先生

		6		AMR対策に必要な耐性菌の基礎知識		京都薬科大学
学長 後藤 直正 先生

		7		多発性骨髄腫における診療の進歩		独立行政法人地域医療機能推進機構 京都鞍馬口医療センター
院長 島崎 千尋 先生

		8		脳梗塞急性期治療と慢性期再発予防		京都第二赤十字病院 脳神経内科
部長 永金 義成 先生

		9		認知症診療の現状と展望		札幌医科大学医学部 神経内科学講座
教授 下濱 俊 先生

		10		アルツハイマー病に対する新規治療法開発に向けた
基礎研究の動向		京都薬科大学 統合薬科学系
教授 高田 和幸 先生

		11		これからの在宅チーム医療		株式会社ゆうホールディングス 教育研修部
部長 小林 篤史 先生

		12		地域連携によるポリファーマシー対策		宝塚市立病院 薬剤部
部長 吉岡 睦展 先生

		13		脂質異常症治療の現状		康生会武田病院 循環器センター
部長 木下 法之 先生

		14		病態と治療薬がみえるリポタンパク質代謝の異常		京都薬科大学 病態生化学分野
教授 秋葉 聡 先生

		15		薬剤費上昇抑制における薬剤師の役割		慶應義塾大学大学院 経営管理研究科
教授 中村 洋 先生

		16		地域フォーミュラリーを正しく理解するために		昭和大学 統括薬剤部長、病院薬剤学講座
教授 佐々木 忠徳 先生

						  

						  





漢方+2017-2019

		No.		       配信コンテンツ　　　   ※コンテンツ数が多少増減する可能性があります。 　　※講師の所属は卒後教育講座でのご講演当時のものです。 スウ タショウ ゾウゲン カノウセイ

		1		【基礎】入門講座　『四診』		末広薬局 京都漢方研究会 理事　高橋 宏和 先生

		2		【基礎】入門講座　『八綱』		末広薬局 京都漢方研究会 理事　高橋 宏和 先生

		3		【基礎】入門講座　『気血水①』		末広薬局 京都漢方研究会 理事　高橋 宏和 先生 スエヒロ ヤッキョク キョウト カンポウ ケンキュウカイ リジ タカハシ ヒロカズ センセイ

		4		【基礎】入門講座　『気血水②』		末広薬局 京都漢方研究会 理事　高橋 宏和 先生 スエヒロ ヤッキョク キョウト カンポウ ケンキュウカイ リジ タカハシ ヒロカズ センセイ

		5		【基礎】入門講座　『蔵象学説①』		末広薬局 京都漢方研究会 理事　高橋 宏和 先生 スエヒロ ヤッキョク キョウト カンポウ ケンキュウカイ リジ タカハシ ヒロカズ センセイ

		6		【基礎】入門講座　『蔵象学説②』		末広薬局 京都漢方研究会 理事　高橋 宏和 先生 スエヒロ ヤッキョク キョウト カンポウ ケンキュウカイ リジ タカハシ ヒロカズ センセイ

		7		【薬物】処方解説（処方名の意味）		大阪大学大学院薬学研究科 招聘教授  谿 忠人 先生 タニ タダヒト センセイ

		8		【臨床】漢方の森の中で迷わないために・・・本音で語る第２弾〜消化器疾患を例に～		吉田内科クリニック 院長  吉田 光範 先生

		9		【薬物】漢方薬・生薬の現代薬理学的解明		京都薬科大学 生薬学分野 教授　松田　久司　先生 キョウト ヤッカ ダイガク ショウヤク ガク ブンヤ キョウジュ マツダ ヒサシ ツカサ センセイ

		10		【臨床】更年期疾患における漢方の役割と活用法		大阪医科大学健康科学クリニック 教授　後山 尚久 先生 オオサカ イカ ダイガク ケンコウ カガク キョウジュ アトヤマ ナオヒサ センセイ

		11		【薬物】精神科領域で処方される漢方薬の服薬指導		グッドファーマシー株式会社 あおぞら薬局　藤沢店　成井 繁 先生 カブシキガイシャ ヤッキョク フジサワ テン

		12		【臨床】足は第二の心臓：漢方を中心に足を識る・診る・治す		ふくおかクリニック 院長　福岡　正平　先生 インチョウ フクオカ ショウヘイ センセイ

		13		【薬物】生薬の選品と鑑別		株式会社栃本天海堂　医専部 課長  宮嶋 雅也 先生

		14		【臨床】中医弁証論治の応用		木村漢方薬局  木村　勇　先生 キムラ イサム センセイ

		15		薬剤師のための臨床感染症学　～外来編～		医療法人社団洛和会 洛和会音羽病院 総合内科・感染症科
部長 神谷 亨 先生

		16		病床再編成と地域包括ケアシステムに向けた
患者情報の共有化		京都大学医学部附属病院 薬剤部
教授・薬剤部長 松原 和夫 先生

		17		小児薬物療法にかかわるために
－医薬品の適正使用のために－		東京理科大学 薬学部
臨床教授 小高 賢一 先生

		18		薬剤師による緊急対応について
～いざという場合に求められる行動のために～		近畿大学医学部 救急医学
窪田 愛恵 先生、主任教授 平出 敦 先生

		19		漢方医はどう考え処方につなげるのか		明徳漢方内科
院長 篠原 明徳 先生

		20		薬と患者をつなぐ医療－糖尿病医療学の世界		奈良県立医科大学 糖尿病学講座
教授 石井 均 先生

		21		くすりの費用対効果評価とは？
－「やるリスク」から「やらないリスク」へ－		東京大学大学院薬学系研究科 医薬政策学寄付講座
特任准教授 五十嵐 中 先生

		22		アレルギー疾患に関わる薬剤師の役割
～小児アレルギー疾患を中心に～		すずらん調剤薬局 管理薬剤師
京都薬科大学 特命教授 上荷 裕広 先生

		23		高血圧診療アップデート		京都府立医科大学大学院医学研究科 循環器内科学・腎臓内科学
教授 的場 聖明 先生

		24		心疾患治療の進歩と望まれる薬物療法		京都府立医科大学大学院医学研究科 循環器内科学・腎臓内科学
教授 的場 聖明 先生

		25		理想と現実から考える糖尿病薬物療法のありかた		京都第二赤十字病院 糖尿病内分泌・腎臓・膠原病内科
部長 長谷川 剛二 先生

		26		AMR対策に薬剤師として関わるために必要なTips		京都薬科大学 臨床薬剤疫学分野
教授 村木 優一 先生

		27		AMR対策に必要な耐性菌の基礎知識		京都薬科大学 学長 後藤 直正 先生

		28		多発性骨髄腫における診療の進歩		独立行政法人地域医療機能推進機構 京都鞍馬口医療センター
院長 島崎 千尋 先生

		29		脳梗塞急性期治療と慢性期再発予防		京都第二赤十字病院 脳神経内科
部長 永金 義成 先生

		30		認知症診療の現状と展望		札幌医科大学医学部 神経内科学講座
教授 下濱 俊 先生

		31		アルツハイマー病に対する新規治療法開発に向けた
基礎研究の動向		京都薬科大学 統合薬科学系
教授 高田 和幸 先生

		32		これからの在宅チーム医療		株式会社ゆうホールディングス 教育研修部
部長 小林 篤史 先生

		33		地域連携によるポリファーマシー対策		宝塚市立病院 薬剤部
部長 吉岡 睦展 先生

		34		脂質異常症治療の現状		康生会武田病院 循環器センター
部長 木下 法之 先生

		35		病態と治療薬がみえるリポタンパク質代謝の異常		京都薬科大学 病態生化学分野
教授 秋葉 聡 先生

		36		薬剤費上昇抑制における薬剤師の役割		慶應義塾大学大学院 経営管理研究科
教授 中村 洋 先生

		37		地域フォーミュラリーを正しく理解するために		昭和大学 統括薬剤部長、病院薬剤学講座
教授 佐々木 忠徳 先生



		15		アレルギー疾患に関わる薬剤師の役割
～小児アレルギー疾患を中心に～		すずらん調剤薬局 管理薬剤師
京都薬科大学 特命教授 上荷 裕広 先生

		16		高血圧診療アップデート		京都府立医科大学大学院医学研究科 循環器内科学・腎臓内科学
教授 的場 聖明 先生

		17		心疾患治療の進歩と望まれる薬物療法		京都府立医科大学大学院医学研究科 循環器内科学・腎臓内科学
教授 的場 聖明 先生

		18		理想と現実から考える糖尿病薬物療法のありかた		京都第二赤十字病院 糖尿病内分泌・腎臓・膠原病内科
部長 長谷川 剛二 先生

		19		AMR対策に薬剤師として関わるために必要なTips		京都薬科大学 臨床薬剤疫学分野
教授 村木 優一 先生

		20		AMR対策に必要な耐性菌の基礎知識		京都薬科大学
学長 後藤 直正 先生

		21		多発性骨髄腫における診療の進歩		独立行政法人地域医療機能推進機構 京都鞍馬口医療センター
院長 島崎 千尋 先生

		22		脳梗塞急性期治療と慢性期再発予防		京都第二赤十字病院 脳神経内科
部長 永金 義成 先生

		23		認知症診療の現状と展望		札幌医科大学医学部 神経内科学講座
教授 下濱 俊 先生

		24		アルツハイマー病に対する新規治療法開発に向けた
基礎研究の動向		京都薬科大学 統合薬科学系
教授 高田 和幸 先生

		25		これからの在宅チーム医療		株式会社ゆうホールディングス 教育研修部
部長 小林 篤史 先生

		26		地域連携によるポリファーマシー対策		宝塚市立病院 薬剤部
部長 吉岡 睦展 先生

		27		脂質異常症治療の現状		康生会武田病院 循環器センター
部長 木下 法之 先生

		28		病態と治療薬がみえるリポタンパク質代謝の異常		京都薬科大学 病態生化学分野
教授 秋葉 聡 先生

		29		薬剤費上昇抑制における薬剤師の役割		慶應義塾大学大学院 経営管理研究科
教授 中村 洋 先生

		30		地域フォーミュラリーを正しく理解するために		昭和大学 統括薬剤部長、病院薬剤学講座
教授 佐々木 忠徳 先生
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漢方+2017-2019ポスター



				配信コンテンツ ハイシン

				1		2020年度漢方講座 ネンド カンポウ コウザ		【基礎】入門講座　『四診』		15		2019年度卒後教育講座 ネンド ソツゴ キョウイク コウザ		認知症診療の現状と展望

				2				【基礎】入門講座　『八綱』		16				アルツハイマー病に対する新規治療法開発に向けた
基礎研究の動向

				3				【基礎】入門講座　『気血水①』

				4				【基礎】入門講座　『気血水②』		17				これからの在宅チーム医療

				5				【基礎】入門講座　『蔵象学説①』		18				地域連携によるポリファーマシー対策

				6				【基礎】入門講座　『蔵象学説②』		19				脂質異常症治療の現状

				7				【薬物】処方解説（処方名の意味）		20				病態と治療薬がみえるリポタンパク質代謝の異常

				8				【臨床】漢方の森の中で迷わないために
・・・本音で語る第２弾〜消化器疾患を例に～		21				薬剤費上昇抑制における薬剤師の役割

										22				地域フォーミュラリーを正しく理解するために

				9				【薬物】漢方薬・生薬の現代薬理学的解明		23		2018年度卒後教育講座 ネンド ソツゴ キョウイク コウザ		アレルギー疾患に関わる薬剤師の役割
～小児アレルギー疾患を中心に～

				10				【臨床】更年期疾患における
漢方の役割と活用法

				11						24				高血圧診療アップデート

				12				【薬物】精神科領域で処方される
漢方薬の服薬指導		25				心疾患治療の進歩と望まれる薬物療法

										26				理想と現実から考える糖尿病薬物療法のありかた

				13				【臨床】足は第二の心臓：
漢方を中心に足を識る・診る・治す		27				AMR対策に薬剤師として関わるために必要なTips

										28				AMR対策に必要な耐性菌の基礎知識

				14				【薬物】生薬の選品と鑑別		29				多発性骨髄腫における診療の進歩

								【臨床】中医弁証論治の応用		30				脳梗塞急性期治療と慢性期再発予防

										31		2017年度卒後教育講座 ネンド ソツゴ キョウイク コウザ		薬剤師のための臨床感染症学　～外来編～

										32				病床再編成と地域包括ケアシステムに向けた
患者情報の共有化



										33				小児薬物療法にかかわるために
－医薬品の適正使用のために－



										34				薬剤師による緊急対応について
～いざという場合に求められる行動のために～



										35				漢方医はどう考え処方につなげるのか

										36				薬と患者をつなぐ医療－糖尿病医療学の世界

										37				くすりの費用対効果評価とは？
－「やるリスク」から「やらないリスク」へ－
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